
発注にあたっての留意点



（2）耐熱性、耐久性にすぐれています。



定格消費電力及び許容差

221F52

201F53

286G51

271F51

272F51

273C51

274B51

100－28　±15%

100－37　±15%

100－44　±15%

100－57　±15%

100－78　±15%

100－113　±10%

100－195　±10%

1000以上

40～45

11.6

1020

980

MPa

N/㎟

J/㎠

±10           ±15
（100W以上）（100W未満）

VVF3.0m
プラグなし

絶緑材の耐熱温度

※必ず指定した電圧で使用して下さい。



※グレーの部分はヒーター取付け部

5 - 1.

201F53

図-1 図-2

図-1 図-2



5 - 2.

201F53

早朝および冬期に湯気で鏡が曇った状態



（壁にヒーターを仮止めした後に鏡をヒーターにかぶせる施工は行なわないこと。）

（9）（6-3）に示す施工上の注意を施工者に徹底してください。

（8）ヒーターの接する壁面の材料は耐熱100℃以上のものを使用下さい。

和風ユニットバスの浴室内（洗い場の鏡）。

医療用機器。

その他仕様用途で不明の点があれば、販売店にお問い合わせください。

海外製等、端面処理の品質の良くない鏡への御使用。

鏡内に照明用の穴加工を施すなど、加工を施した異形鏡。



（2）

ヒーターに付いた離型紙を剥がし、鏡に予めマーキングした位置にヒーターの1辺を合わせてから、

空気溜まりが出来ないように、順次手で押し付けながらヒーター全面を鏡に貼り付ける。（ウエス

等を持って押し付けると貼り易い。）

※

53



※鏡が反ったり、ゆがんだ状態でヒーターを設置しない事。熱割れの原因となります。

鏡が反ったり、ゆがんだ状態でヒーターが設置されていないことを確認する。

（7）



壁面への電源線穴は電極部に負担が
掛からない位置にあける。



一度はがしたヒーターは絶対に再利用しないでください。ヒーターに損傷を与え、漏電もしくは火災を

引き起こす危険があります。

ヒーターを貼った鏡には、必ず添付（仮止め）されている、○PSEが表示されたステッカーを貼り付けて

下さい。（ヒーターを貼り付けた鏡は、法律上の電気用品に該当します。）
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